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も
Ｅ
Ｍ
を
投
与
し
た
。

つ行

旅
は
、
四
月
九
日
夜
下
関
港

日着ル二鎮を画あ

昨
年
の
吉
野
山
研
修
旅
行
に

い
で
第
二
回
目
の
研
修
旅

。
二
八
名
が
参
加
し
た
。
九

夜
乗
船
出
発
、
一
二
日
朝
帰

と
い
う
船
中
泊
二
夜
、
ホ
テ

一
夜
と
い
う
足
掛
け
四
日
丸

日
と
い
う
旅
日
程
。
釜
山
、

海
、
慶
州
と
い
う
桜
の
名
所

堪
能
し
た
。  

手
紙
の
上
手
な
方
が
何
人
も

る
。
下
図
は
最
高
齢
八
〇
歳

台投公

韓
国
の
旅 

 

さ
く
園下 含の
の
宍
戸
さ
ん
の
作
（
紀
行
文

稿
者
）
。
上
右
は
鎮
海
余
佐
山

園
に
て
。
下
右
は
余
佐
山
公

。
上
左
は
慶
州
古
墳
公
園
。 

左
は
、
慶
州
の
焼
肉
昼
食
。 

― 

紀
行
文
投
稿 

― 

宍

昌
和 

戸

韓
国
桜
紀
行 

 

何
組
か
の
夫
婦
カ
ッ
プ
ル
を

む
総
勢
二
十
八
名
の
韓
国
へ

を早時で発語（も雰げの層れ倒

ら
研
修
旅
行 

中るえ木に桜瞠爛畔川の酔王段時
そ豪宿をが寒 く裕
参館レる水鮮い

の
後
古
都
慶
州
へ
移
動
し
、

華
な
コ
モ
ド
ホ
テ
ル
へ
投

。
翌
朝
は
先
ず
華
麗
な
建
築

誇
る
仏
国
寺
を
目
指
し
た

、
急
な
冷
え
込
み
に
、
皆
、

さ
に
身
を
震
わ
せ
な
が
ら
の

っ
赤
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
し
な
が

ら
八
月
七
日
、
訪
れ
た
深

坂
で
は
意
外
に
皆
元
気
だ

っ
た
。
写
真
の
一
七
番
は
、

こ
れ
が
枯
れ
な
け
れ
ば
Ｅ

Ｍ
は
効
果
が
あ
っ
た
と
認

め
る
と
、
理
事
長
が
太
鼓

判
を
押
し
た
松
だ
。
今
年

新
芽
が
出
る
の
が
遅
く
、

や
き
も
き
さ
せ
た
が
、
短

い
が
芽
が
出
た
。
と
に
か

く
今
年
ま
で
命
脈
を
保
っ

て
い
る
。
Ｅ
Ｍ
あ
り
で
は

昨
年
九
月
で
一
〇
〇
％
、

一
一
月
で
七
八
％
の
生
存

、
Ｅ
Ｍ
な
し
で
は
九
月

五
〇
％
、
一
一
月
も
同

く
五
〇
％
だ
っ
た
が
、

状
は
Ｅ
Ｍ
の
有
無
い
ず

も
、
そ
の
ま
ま
、
生
き

っ
て
い
る
。
一
七
番
だ

は
、
今
年
三
月
一
四
日 

関
釜
フ
ェ
リ
ー
で
発
ち
、
翌

朝
釜
山
港
へ
着
岸
し
た
。
八

三
〇
分
チ
ャ
ー
タ
ー
の
バ
ス

桜
を
見
に
鎮
海
市
へ
向
け
出

。
旅
行
中
の
ガ
イ
ド
は
日
本

の
堪
能
な
黄
（
コ
ウ
）
さ
ん

韓
国
女
性
）
で
、
時
折
冗
談

交
え
た
語
り
口
は
、
道
中
の

囲
気
を
常
に
明
る
く
盛
り
上

て
呉
れ
た
。
人
口
三
七
〇
万

釜
山
市
で
は
、
林
立
す
る
高

ビ
ル
や
田
園
地
帯
の
整
備
さ

た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
群
に
圧

さ
れ
た
。 

折
か
ら
「
桜
ま
つ
り
」
開
催

の
鎮
海
市
で
は
、
桜
に
対
す

行
政
の
支
援
策
が
十
分
に
伺

る
、
市
中
至
る
と
こ
ろ
桜
並

の
街
路
樹
に
彩
ら
れ
、
ま
さ

全
市
が
万
朶
（
ば
ん
だ
）
の

に
埋
め
尽
く
さ
れ
た
観
に
は

目
し
た
。 
桜
の
名
所
の
長
橋
山
公
園
の

漫
の
花
を
満
喫
し
、
余
佐
川

の
見
事
な
桜
ト
ン
ネ
ル
と
、

沿
い
に
咲
く
菜
の
花
の
色
彩

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
競
演
に
も

い
痴
れ
た
。
次
に
訪
れ
た
帝

山
公
園
で
は
三
五
〇
段
の
石

を
登
っ
て
展
望
台
へ
立
っ
た

は
、
体
力
の
消
耗
も
甚
だ
し

、
眼
下
の
景
観
を
眺
め
る
余

す
ら
無
か
っ
た
。 

 
 
 

て関間市新台魚っ

詣
だ
っ
た
。
慶
州
国
立
博
物

で
は
、
巨
大
な
梵
鐘
（
エ
ミ

の
鐘
）
や
、
王
族
た
ち
が
眠

古
墳
公
園
な
ど
を
巡
り
紫

晶
や
青
磁
の
窯
元
な
ど
朝

文
化
の
伝
統
を
継
承
し
て

る
工
房
を
訪
ね
た
り
も
し

、
一
二
日
朝
、
雨
の
降
る
下

港
へ
無
事
帰
着
、
延
べ
四
日

の
旅
を
終
え
た
。
港
下
関
の

民
の
一
人
と
し
て
、
釜
山
の

鮮
で
豊
富
な
魚
介
類
を
、
屋

で
も
商
っ
て
い
た
巨
大
な

市
場
で
の
衝
撃
は
絶
大
だ

た
し
、
秀
吉
が
朝
鮮
へ
侵
攻

昨
年
（
二
〇
〇
九
年
）

の
七
月
に
Ｅ
Ｍ
菌
の
第
一

回
投
与
を
開
始
し
て
か
ら

丸
一
年
を
過
ぎ
た
。
今
年

七
月
初
め
に
梅
雨
が
明
け

て
か
ら
、
炎
熱
の
猛
暑
が

始
ま
っ
た
。
も
う
松
が
真

し舜こっ

た
折
、
徹
底
抗
戦
し
た
李

臣
の
軍
艦
（
亀
甲
船
）
の

と
も
強
い
印
象
と
し
て
残

て
い
る
。 
率でじ現れ残けに
松
枯
れ
防
止
実
験 


